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昔
学
生
時
代
に
読
ん
だ
本
の
中
味
な
ぞ
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

不
思
議
に
時
間
が
経
っ
て
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
本
も
あ
る
。
私
の
場
合
は
哲

学
者
和
辻
哲
郎
の
「
風
土
」
が
そ
う
い
う
数
少
な
い
本
の
一
冊
で
あ
る
よ
う

に
思
う
。
彼
は
気
候
、
風
土
と
い
う
も
の
が
そ
の
国
民
の
気
質
と
か
性
格
に
影

響
し
、
そ
れ
が
文
化
、
芸
術
等
に
ま
で
及
ぶ
と
い
う
。
昭
和
の
初
年
に
ド
イ
ツ

に
留
学
に
出
る
時
に
船
旅
で
神
戸
か
ら
ア
ジ
ア
、
地
中
海
を
経
由
し
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
渡
り
、
各
地
を
巡
り
思
索
を
深
め
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
世
界
を
、
日

本
を
含
む
高
温
多
湿
な
「
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
」、
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
フ
リ
カ
等
の

乾
燥
し
た
「
砂
漠
地
帯
」、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
見
ら
れ
る
「
牧
場
地
帯
」

に
分
け
て
考
え
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
夏
の
乾
燥
と
冬
の
湿
潤
と
で
雑
草
を
生
や

さ
ず
に
牧
草
が
育
つ
。
夏
の
乾
燥
が
雑
草
を
駆
逐
す
る
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

農
業
で
は
雑
草
と
の
闘
い
が
な
い
。
土
地
は
一
度
開
墾
さ
れ
れ
ば
何
時
ま
で
も

従
順
な
土
地
と
し
て
人
間
に
従
い
、
農
業
労
働
に
は
自
然
と
の
戦
い
と
い
う
契

機
が
欠
け
て
い
る
。
極
言
す
れ
ば
農
民
は
耕
し
た
土
地
に
小
麦
や
牧
草
の
種
を

蒔
き
そ
の
成
長
を
待
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
、
特
に
日
本
の
場
合
は
、
高
温
多
湿
で
あ

り
、
豊
富
な
湿
気
が
食
物
を
恵
む
と
同
時
に
、
暴
風
や
洪
水
と
し
て
人
間
を
脅

か
す
。
自
然
に
対
し
て
忍
従
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
日
本
の
農
業

労
働
の
核
心
を
な
す
も
の
は
「
草
取
り
」
で
あ
り
、
雑
草
の
駆
除
だ
と
言
う
。

こ
れ
を
怠
れ
ば
農
地
は
た
ち
ま
ち
荒
廃
し
て
し
ま
う
。
日
本
人
に
と
っ
て
最
も

苦
し
い
高
温
多
湿
の
夏
に
繁
茂
す
る
雑
草
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

に
日
本
人
の
勤
勉
さ
が
、
ま
た
忍
従
、
耐
え
忍
ぶ
と
い
う
気
質
が
国
民
性
と
し

て
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
風
土
が
農
業

の
あ
り
方
を
規
定
し
、
さ
ら
に
は
日
本
人
の
国
民
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

と
い
う
指
摘
は
十
分
理
解
出
来
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
つ
て
我
が
国
に
お
い
て

農
業
従
事
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
農
業
の
あ
り
方
が
日

本
人
の
国
民
性
を
育
ん
だ
の
も
も
っ
と
も
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
時
代
は
移
り
、

就
業
人
口
に
占
め
る
農
業
従
事
者
の
比
率
も
昭
和
初
年
当
時
五
割
近
く
の
ウ
ェ

イ
ト
だ
っ
た
の
が
、
戦
後
四
割
、
三
割
と
減
り
続
け
、
足
許
で
は
令
和
二
年
末

で
二
〇
七
万
人
、
三
・
一
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
G
D
P
に
占
め
る
比
率

に
至
っ
て
は
戦
後
す
ぐ
に
約
三
割
あ
っ
た
も
の
が
令
和
一
年
に
は
〇
・
八
%
に

ま
で
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
安
全
、
安
心
な
国
土
作
り
、
国
土
保
全
上
も
農
業
の
重
要
性
は
変

わ
ら
な
い
。
食
料
自
給
率
に
つ
い
て
も
し
か
り
。
ま
し
て
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
よ
う
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
何
時
な
ん
ど
き
発
生
す
る
か
も
判
ら
な
い
時

代
で
あ
る
。
そ
し
て
先
ほ
ど
触
れ
さ
せ
て
頂
い
た
よ
う
な
日
本
の
国
民
性
、
気

質
に
農
業
が
与
え
て
き
た
影
響
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
時
、
時
代
が
変
化
す

る
中
で
農
業
が
そ
の
重
大
な
責
務
を
果
た
す
た
め
に
は
、
効
率
的
な
農
業
経
営

を
可
能
に
す
る
農
業
政
策
が
今
日
、
色
々
と
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
弊
社
と
し
て
も
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
変
革
期
に
立
つ
日
本
の
農
業
に
お

役
に
立
つ
こ
と
が
出
来
れ
ば
望
外
の
幸
せ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
三
月
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
あ
の
惨

状
か
ら
農
地
が
往
年
の
輝
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
の
も
、
関
係
各
位
の
多
大

な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
も
の
と
拝
察
し
ま
す
。
感
謝
あ
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。
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と
が
出
来
れ
ば
望
外
の
幸
せ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
三
月
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
あ
の
惨

状
か
ら
農
地
が
往
年
の
輝
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
の
も
、
関
係
各
位
の
多
大

な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
も
の
と
拝
察
し
ま
す
。
感
謝
あ
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。

「
風
土
」と
農
業

巻

　頭

　言

り
ん
か
い
日
産
建
設
株
式
会
社

　取
締
役
相
談
役

山
口

　竹
彦

表紙写真

日和山公園の桜と太平洋（宮城県石巻市）

日和山は石巻市内中心部の旧北上川河口に位置する丘陵地。石巻の
街と太平洋を一望でき、春には桜とツツジが美しく咲く市民の憩い
の場として知られている。
松尾芭蕉も訪れ 『奥の細道』 に石巻の繁栄ぶりに驚かされた様子が
記されている。他にも石川啄木や宮沢賢治、齋藤茂吉など多くの文
人墨客がこの風景を歌に詠んでいる。
2011年3月11日の東日本大震災では多くの市民が避難し、津波を
免れた。しかし人々は眼下の街が津波と炎に飲み込まれる光景を目
にし、雪の降る中家族や友人の無事を祈りながら夜を明かした。
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日
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大
震
災
後
十
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に
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せ
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雅
夫

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
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か
ら
見
た
土
地
改
良

石
田
朋
靖
宇
都
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学
学
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に
聞
く

農
業
農
村
工
学
会
　
小
泉
　
　
健
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東
日
本
大
震
災
か
ら
の
十
年
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東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
を
迎
え
て

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
次
長
　
奥
田
　
　
透
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あ
の
時
何
を
成
し
得
て
、
今
何
を
想
う
の
か

元
宮
城
県
農
林
水
産
部
次
長
　
高
橋
　
清
隆
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あ
れ
か
ら
十
年
…
。
大
震
災
津
波
の
発
災
当
時
を
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み
て

元
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県
農
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部
農
村
整
備
担
当
技
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光
宏
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東
日
本
大
震
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と
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ら
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年

元
福
島
県
農
林
水
産
部
農
村
整
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櫻
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台
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の
軌
跡

東
海
農
政
局
新
濃
尾
農
地
防
災
事
業
所
長
　
宮
森
　
俊
光

50

東
日
本
大
震
災
の
放
射
性
物
質
対
策

中
国
四
国
農
政
局
農
村
振
興
部
長
　
柵
木
　
　
環

57

復
興
庁
の
思
い
出
　
〜
初
代
出
向
参
事
官
と
し
て
〜
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長
　
中
田
　
峰
示

62

除
染
事
始
め元

環
境
省
福
島
環
境
再
生
事
務
所
浜
通
り
北
支
所
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〜
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広
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校
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〞
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ム

元
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男
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新
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担
い
手
三
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徹
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向
け
て

103
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中
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ー
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